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を児童向きにやさしくして、成人（大学生 40 名）と児童（小学 3 年生～5 年生 46 名）
の両群を対象に実験を行った。その際、児童の心の理解の発達度との関連を検討する
ため、心の理解課題として「二次的誤信念」、「うそと皮肉の区別」、「責任性の理解」




























（色）とに分類し、  (1) 遮蔽と色の両方を行う両方群、(2) 遮蔽のみを行う遮蔽群、
(3) 色のみを行う色群、(4) ロールプレイを行わない統制群の４群を構成した。また、
ディレクター課題は、遮蔽と色の組み合せから、遮蔽と色の混合条件、遮蔽条件、色
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  (5) ５つの研究が、遮蔽条件・成人、遮蔽条件・児童、色条件・成人、色条件・児
童と体系的に進められ、最後に研究５において、このすべての条件を組み合わせ
た訓練の転移研究でまとめるという点で論文として高い構成力であること。  
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